


































































































































































いうふうに、意識統合の設定された人間は次に、 「見ること J に進む。これは、 「具体的
に意識を取り扱う J ことを理解する基本となる技能である。 「見る」といっても、目で見
る訳ではない。寧ろ、身体全体の意識で見ることである。 「見る者」は自尊心等を捨てる
ことによって得る「完壁さ」と修業の陰で、意識そのものを「見える」ようになる人達で










































































































る。呪術に扱われている「力」は地球から発生し、 「天地を満たすものJ である。 「気J
は意志で統合するものでもあると同時に意識である為、意識を「見ること」の基になる「力J
は「気」と同じ性質あるものである。いわゆる、 「気J は放射物と同じような役割を果た
す。また、既知と未知、肉体と精神、意志と意識下を繋ぐ橋である。
こうして、エネルギーであり、力であり、意識である「気j によって捉えられた無
意識を「集合的無意識」と呼ぶのであろう。つまり、宇宙中の生き物は同じ意識を共用す
ることを前提にすれば、自我意識にアイデンテイティが所属する我々は、生そのものを介
して普遍的な平等性を見出せる。また、ドン・ファンは、人間は基本的にこの世に存在す
るもの全てに対して知覚潜在性が付与されている、という。つまり、人間とは、「集合点」
の位置が異なる動物が地震等を予測することができると同じように、呪術師は「集合点」
を移行させることによって、天災を予知すること等の超自然的な才能が人間に潜んでいる
ことを示している。このことから、更に万事同一論も具体性を得るのではないだろうか。
最後に、人間の生理的構造に触れ、敢えて結論を出したいと思う。科学の観点から、
脳は人間の「集合点」でもあり、認識の中心である。しかし、ドン・ファンがいうように、
我々が「知覚する身体j を持っとすれば、それでは二つの観念が衝突する。脳は確かに、
独特な役割を果たす。しかし、脳で意識しない世界も存在しているということも、かなり
の証拠をもたらしている。また、既知と未知の次元を併せて、我々が意識できない範囲が
-48-
( 9) 
殆どであると同じように、脳という器官自体も、割と使われていない事実は科学の側から
も認められている。要するに、物質は基本的には原子として現れるエネルギーであったが、
「気」は意識であり、エネルギーでもあった。つまり、物心一如的な考え方として、万事
をエネルギーとして議論をした。それは、物質を非意識エネルギーとし、精神や認識を有
意識的エネルギーとし、そして、意識自体を無意識的エネルギーとするものである。更に、
意識、エネルギ一、物質、精神、認識等の網目に脳が置かれている。脳という物質の固ま
りにエネルギーの全種が共存すると共に、意識することによって脳が媒介的な器官として
の役割を果たす。従って、脳を絶対と考える生理学と脳が絶対ではないと考える思想は共
に偏った見方であることが解る。また、ドン・ファンのように意識する範囲を広げれば、
脳自体の活動が活発になるのではないか。結局、いずれにしても、全ての神秘的な存在さ
えもが、人間に理解されるように構築されていると考えることは確実に、人間中心主義的
な考え方に他ならない。
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